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１．当該年度における研究開発の実施概要 

 

（１）研究開発概要 
 

災害・緊急時に活用できるよう飛行時間 1.5 時間以上、ペイロード 10kg、1000m上空での飛行

性能、防水などの耐候性を兼ね備えた性能の固定翼 eVTOLの無人航空機を開発します。飛行制御や

システム設計、通信についても、機体認証の基準の信頼性を満たすように開発します。 

 

（２）実施内容と成果の概要（研究開発開始から当該年度末まで） 
 
令和 5（2023）年度 

 

• 最新の文献調査や飛行形態の検討を繰り返し、大型モデルに向けた構造を導き出し、モデルを

用いた解析を行い CFD 等のシミュレーションを通して、目標機体の実現可能性とそのための基

本構成を検討する流れを確立しました。 

• 既存中型機において固定翼型 VTOL 機としてパワードリフト型という分類での初となる第二種

型式認証の申請を行い、各種書類の承認をもらい、認証に必要な書類等の導き方を構築しまし

た。 

• 第一種機体認証に向けたシステム構成の検討を進め、フライトコントローラーと電源系、電池、

充電器の基本構成が整理しました。 

• マルチコプターから固定翼へのモード遷移時の耐風性能向上についての検討を行い、追い風、

横風という弱点に対する解決策の検討を行い、実験を行い成果を確認しました。 

• 運航管理との打ち合わせにより、連携プロジェクトでの要求事項、シーケンスなどのレビュー

や搭載ペイロードの整理などを行いました。 

 

令和 6（2024）年度 

 

• 機体の構成を確定し、新しいタンデム翼による VTOL機体の構造を確立しました。 

• 空力解析の方法を複数の観点で検証し、機体の空力モデルの開発を行いました。合わせてシ

ミュレーション環境を構築し、実機無しで制御則について検証を可能にしました。 

• 災害時に活用可能な耐風性能などを机上検証で確認し、20m/s の耐風性能の目処をつけること

ができました。 

• 中型モデルでの原理試作と飛行試験を通し、国内での筐体製作手法の確立とタンダム翼によ

る飛行の実現性確認をしました。 

• 第一種型式認証に向けて冗長系に対応した機体のシステムを開発しました。 

• 認定期間の準備が進んでいなかった状況で、認定機関、航空局と協力し国内初の VTOL として

の第二種型式認証の道筋を立て、型式認証を取得しました。 
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